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本セミナーは整理券制です
● 当日8：00より、総合受付付近にて整理券の配付を予定
 しております。
● セミナー開始後、5分を過ぎてもご来場されない場合は、
 お弁当の引き換えができかねますので、予めご了承ください。

※無くなり次第終了

配布時間：2021年10月15日(金) 8：00～12：00
配布場所：名古屋国際会議場 総合受付（1号館1F アトリウム½）

2021年　 月 　日（金）12：30▶13：201510

第64回秋季日本歯周病学会学術大会

会　期：2021年10月15日（金）・16日（土）
会　場：名古屋国際会議場（名古屋市熱田区）
大会長：三谷 章雄 先生（愛知学院大学 歯学部 歯周病学講座 教授）

テーマ：歯周治療でおいしい人生をサポート
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歯周組織再生療法の変遷から
リグロス®の可能性を考える
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歯周組織再生療法の変遷から
リグロス®の可能性を考える
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　歯周外科手術のもっとも基本的な手技であるウィドマン改良フラップ手術を用いても、歯周組織再生による治癒は期待でき
ないことが過去のNymanらによる一連の研究から証明されました。その結果を基に、歯周組織再生誘導法（Guided Tissue 
Regeneration法:GTR法）が開発されました。GTR法は、歯周組織再生による治癒が予知できる治療法として世界で初めて認
知された歯周外科手術です。GTR法の初期には非吸収性遮断膜を用いて手術が行われていました。しかし、膜を除去するための
2次手術が必要なことから、同様の効果が得られ、2次手術の必要がない吸収性遮断膜が開発され用いられるようになりました。
それでも、GTR法で使用する遮断膜は感染しやすく、膜が露出すると再生組織量が減少すること、再生するセメント質は細胞性
セメント質が有意になること、また、治療手技が複雑で困難なことなどの欠点が問題となり、臨床家に敬遠されるようになりま
した。そこで、GTR法よりも手技が簡単で、無細胞性セメント質による真の歯周組織再生が期待できるエナメルマトリックスタン
パク質が開発されました。このエナメルマトリックスタンパク質の登場によって歯周組織再生療法は各段に行いやすくなり、これ
まで多くの臨床症例の結果が報告されてきました。
　歯周組織再生療法はこのような変遷を経て、日常臨床でルーティンに行える歯周外科治療として数多くの症例で行われるよう
になったことによって、それぞれの再生療法に対する適応症例や非適応症例などのコンセンサスも確立してきました。また、これ
らの再生療法を応用し、いくつかの手技を組み合わせた治療法なども発表され、歯周組織再生療法がもたらす臨床効果はさらに
拡大していきました。そして、国内では2016年に世界初の歯周組織再生剤リグロス®が承認、保険収載されたことで、歯周組織
再生療法に対する可能性がさらに広がったのではないでしょうか。つまり、これまでの歯周組織再生療法の進歩によって、より
重症度の高い歯周病患者の歯が保存できるようになったのではないかと考えられます。
　そこで、本講演では、演者がこれまで実際に臨床で行ってきた歯周組織再生療法による治療変遷を鑑み、さらに、リグロス®を
用いて行う歯周組織再生治療の可能性について考えてみたいと思います。
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